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1. 問題の所在
「学習」は、「本来個人的事象であり、学習者自身が、自分のペースで、自らの興味や価値観、能力、レディネス、背景となる体験、これまでの学習や訓練の機会といった要因に応じて達成していくもの」である
。
にもかかわらず、「公的社会教育」の世界においては、依然として、十把一絡げの「一斉集団承り型学習」が多いようである。このままでは、高い教育効果は望めないといえる。
2. 本時の学習目標
1 学習者間の特性の違いを理解するための視点を、自分の言葉でまとめることができる。
2 学習者の内部でおこる特性の変化を理解するための視点を、自分の言葉でまとめることができる。
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3. 学習者間の違いのわかる支援者として
要素＝世代、コーホート、性別、仕事
社会化・個人化達成度別特性（個人間変動）
4. 個人内の「花の生涯」の支援者として
　　　（個人内変動）
教育のもつ社会化機能に絶望する議論
（居場所、脱学校論等に関わって）
個人化を邪魔者扱いする議論
（ニート、子育て等に関わって）
社会化＝「社会的能力」を獲得する「過程」

個人化＝「個人的能力」を獲得する「過程」

社会化と個人化を「上から」俯瞰する

癒しのもつ「原点回帰」機能
（エスケープ、オリジン、ネットワーク）
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学習者の特性に対応した公共的課題の学習支援及び官民協働推進のあり方
「持続可能な社会」の形成者としての育成

キーコンピテンシー（経済協力開発機構（OECD）が1997年から組織したプロジェクトDeSeCo（デセコ、Definition and Selection of Competencies : Theoretical and Conceptual Foundations）の用語）
公共課題への参画・協働の推進としての子育て支援
個人完結型子育て観から社会開放型子育て観への転換

「原点」とは、人間がもともと持つ悲しみや喜びなど
の、素朴で素直な人間の「原点」ともいうべきもので
ある。子育ては、ハグ（抱擁）に見られるように、身
体性と精神性の二元の一体化のもとに存在するものと
とらえられる。このことが、人々の生涯を支えている
のではないか。これを除いて、子育て支援を論じることはできない
。
図1　個人化・社会化・原点回帰のプロセスモデル





図2　癒しと「持続可能な社会」の形成者の育成
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